
































































































掲載雑誌名 タイ トル 著者
(∋ 19 21 大正 10 8 月 新潮 濃嚢の夜ー シユニ ツツレル ｢輪舞｣ 騒動記■
■秦豊吉
② 1922 大正 11 5 月 新潮 ス トリン ドベルクの墓 秦豊吉
(D 19 24 大正 13 3 月 演劇新潮 漏逸最近の舞墓 について 秦豊吉
ョ 1924 大正 13 4 月 新潮 ス トリン ドベルクの最後の恋
女優フアンニイ ■ファンクネル､
秦生訳
⑤ 1924 大正 13 4 月 新潮 所謂邦劇の海外紹介に反対す 秦豊吉
'.ti' 1924 大正 13 4 月 新演蛮 此頃の猫逸の喜劇 秦豊吉
†＼ 1924 大正 13 5 月 演劇新潮 演技座 を見 る ■ 三月十八 日見物■ 秦豊吉
ョ 1924 大正 13 1 1 月 演劇新潮 ペス ト (表現派映董脚本) 秦豊吉
ョ 1924 大正 13 1 1 月 演劇新潮 伯林著作家協曾含則 秦豊吉
⑲ 1925 大正 14 1 月 演劇新潮 猪逸劇作家協曾 秦豊吉
⑪ 1925 大正 14 3 月 演劇新潮 ヨオゼフ物語 (舞踊劇脚本) 秦豊吉
⑫ 1925 大正 14 5 月 文垂春秋 脚本のラジオ放送権 秦豊吉
⑬ 1925 大正 14 6 月 ■文蛮春秋 脚本のラジオ放送権 (第二倍) 秦豊吉
ir 1925 大正 14 7 月 文垂春秋 ス トリン ドベルクの油絵 秦豊吉
⑮ 1925 大正 14 10 月 文糞春秋 西洋文士筆蹟値段 秦豊吉
⑯ 1925 大正 14 12 月 文嚢春秋 モスカウ日記 秦豊吉
⑰ 1925 大正 14 12 月 新小説
振 られ男の仇討 (人形芝居脚本)
又の名､ 男■のた くみ女のた くみ
秦豊吉
⑱ 1926 大正 15 1 月 trii ^ ft 役者チエツホフ 秦豊吉
⑲ 1926 大正 15 3 月 文蛮春秋 オイケン 4i& . t一蝣












































ト演出の作品には､ ｢ドン･カルロス｣ ｢ステルラ｣ ｢ファ











































































































































































のような舞踊を､秦は､ ｢体の旋律｣ ｢肉体の踊｣ ｢曲線
の音楽｣との言葉で表している｡































































































































































































資料⑱; ｢役者チエツホフ｣ (1926 (大正15)年1月『文
糞春秋』掲載)
モスクワで観た第二芸術座の｢ハムレット｣の観劇報告｡











































動記-｣ (資料①)､ ｢ストリンドベルクの墓｣ (資料②)､
｢猫逸最近の舞重について｣ (資料③､ただし同書では｢芝
居の思ひ出(大正九年から大正十二年まで)｣のタイト

















































































に､ 『演劇新潮』がある｡ ｢猫逸最近の舞墓について｣ (質
料③)､ ｢演技座を見る　一三月十八日見物-｣ (資料⑦)､
｢ペスト(表現派映葦脚本)｣ (資料⑥)､ ｢伯林著作家協










































































































































































































































































































































































































































書､新刊｣､ ｢伯林の夜｣ (伯林暗黒面槍入小説)､ ｢罪の
尼｣ (成年の方に限る)､ ｢白い奴隷｣ (少女誘惑生活小説)､
























































































































































































































































































































間傍と若旦那｣ (『輪舞』の中の一幕)､ ｢挿話｣ (『ア
ナトオル』の中の一幕)の翻訳｡翌年2月､京橋
鴻の巣でおこなわれた第四回試演で｢記念の宝石｣
(『アナトオル』の中の一幕)｡このほか､ 1921 (大
正10)年11月､育騎手小劇場の京橋相互館ホール
での第三回試演において｢アナトール｣の｢挿話　一
幕｣｡ 1924 (大正13)年5月､舞台協会の牛込会館
にての第21回公演で､ 『アナトール』の｢運命の質
問　一幕｣｡なお､新劇場のシュニッツラー上演に
ついて､田中栄三は次のように述べている｡ ｢猶､
第三回試演の｢若旦那と小間便｣は､会員組織のた
め上演禁止にならなかったが､あとで私は丸の内署
に呼ばれて注意を受けた｡それにもこりず､その年
の碁のクリスマスの晩に､鴻の巣の四階で､ ｢輪舞｣
の中の｢ぢごくと兵隊｣を荘司亘の兵隊､宮部静子
のぢごくで上演した｡シュニッツレルの問題作｢ラ
イゲン｣が､日本の舞台に上演されたのは､この二
種だけであった｣ (田中1964; 158)｡
(10) 1914 (大正3)年6月『我等』掲載の評論｢近代劇
協合の｢ハンネレの昇天｣を観る｣において､秦は
ハウプトマンについて｢｢織匠｣を謹む毎にハウプ
トマンの前に膝まづきたい心持となる｡ ｢ハンネレ
の昇天｣を開く毎にハウプトマンの胸を抱きたくま
た涙ぐむ｡｣とハウプトマンに熱中しており､一方
で､ 4月28日に観劇した近代劇協会の｢ハンネレ
の昇天｣については､ ｢もし近代劇協舎所演の｢ハ
ンネレの昇天｣を一語で志せば､人と機械との失敗
から何等の詩を斎してゐないといへば足りる｣と酷
評していた｡
(ll)秦豊吉｢凋逸最近の舞童について｣ (資料③)にお
いて記述されている｡
(12) ｢魔法をかけられた王女｣は1921年ロンドン･アル
ハンブラ劇場にての初演｢眠れる森の美女｣あるい
はのちに一幕物としてレパートリーに定着した1922
年パリ･オペラ座初演の｢オーロラ姫の結婚｣､ ｢金
の鳥｣は1914年5月初演フォーキン振付の｢金鶏
(LeCoqdor)｣か｡しかし後者は､ 『デイアギレフの
バレエ･リュス1909-1929,』によると音楽を担当し
たリムスキー-コルサコフ未亡人からの抗議のため
わずか数回の上演の後レパートリーからはずされた
ということである｡
(13)秦によると､ ｢レニングラアドといわずに｢ペテル
スブルグの前帝室マリン劇場プリマ･バレリイナ｣
と称したという｡ベルリンでロシアのクラシック･
バレエがどのように受け入れられていたのか､その
一端がわかるのではないか｡
(14)座談会｢外遊漫談舎｣ (秦豊吉､新居格､堀口大学,
秋田雨雀､西棟八十､ささきふさ､宮島新三郎､司
会･中村武羅夫､ 1928　昭和3)年7月『新潮』掲
載)に記述あり｡また森は自著において､ ｢三菱が
映画の買付けをやることが業界に伝わったので､さ
まざまな業者から試写に招かれ､期せずしてドイツ
映画ばかりでなく､ソ連の映画"モスコウ芸術座"
の｢闇の力｣の映画化や､A･トルストイ原作のタ
イロフ演出｢アエリタ｣など､珍品を見ることがで
きた｣と述べており､ドイツでの三菱の影響力がう
かがえる(森1975: 90)｡
(15)この映画の契約については､森によると､ ｢もう一
つの映画の任務は､村田実が送った｢街の手品師｣
の引受け先き(ママ)の"ウェスティ"会社との談
判であった｡私が伯林に着いた時はこの新興会社は
破産の状態で､ ｢街の手品師｣どころではなく､プ
リントは危うく性の悪いブローカーの手に渡りかけ
ていたところであった｡村田実は巴里に滞在中で､
私に万事頼むと言って来ているので､その結末をつ
け､無事にプリントを取り戻したO　そして一夕日本
人会で試写会を開いたが､評判はさんざんなもので､
翌る日秦豊吉に呼びつけられ､なんという幼稚な映
画を持って来たのだ､国辱ものだぞ､とひどく叱ら
れた｣ (森1975:90)という経緯を辿った｡
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